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臓器再生医学への挑戦

本日の講演内容 （２０１９年３月１９日 生放送）



小林英司って？

外科医です。



小学生時代でも会ってる？

小林英司って？

研究者です。



1962年 Shimomuraらにより単離・精製される。

1994年 Chalfleらが、遺伝子工学的手法を用い
てGFPを生体細胞内で発現させること
に成功。

1996年 TsienらがX線結晶構造解析法によって
解析に成功。

2008年ノーベル化学賞『緑色蛍光タンパクの発見と応用』受賞者
と‘ＧＦＰ動物’の誕生

1997年 岡部らが‘GFPマウス’を発表。

2001年 小林らが‘GFPラット’を発表。

2006年 小林らが‘GFPウサギ’を発表。

2007年 小林らが‘GFPブタ’を発表。

2005年に発表した世界最高
の光を出すGFPラット。



移動

脳梗塞モデルで神経幹細胞が梗塞部位に移動
することを観察

脳梗塞部位

Red: Nestin Red: GFAP

注入

何の研究に役立つの？



ＮＨＫスペシャル ２００９

人体“製造”
ー再生医療の衝撃ー



イスタンブール宣言
(Istanbul, 30th April – 3rd May 2008)

152 professionals from 78 countries

（Ｌａｎｃｅｔ ２００８年７月６日）



「イスタンブール宣言」の要約

１．Organ trafficking（臓器取引）、Transplant tourism（移植ツーリズム）、
Transplant commercialism（移植商業主義）等の内容を明確して、人

道的、社会的、国際的に問題があるものに対し世界的に反対すること。

２．死体（脳死、心停止）ドナーを自国で増やし、自国での臓器移植を増
やすよう呼びかけること。そのために国際的協力をすること。

３．生体ドナーは、ドナー保護を最優先し、選定や移植に関わる総合的な
保障等の制度を国家的に取り組むよう呼びかけること。

（小林英司 日本移植学会２００８）



国会参議院
（6 Sep ,2009）

http://www.yamamoto-hiroshi.net/images/diary/090706-1.JPG


インターネットより

‘救世主兄弟’



‘臓器’移植のドナー分類
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死体（脳死及び心停止）ドナー

生体 ドナー
同種（異系）

異種 ドナー 研究段階、一部臨床に

異種再生 ドナー まだわからない



受精卵
胚胎胞

胎仔 新生仔

課題

ブタの体の中でヒトの臓器を作り上げる手法

ヒト幹（前駆）細胞

動物性集合胚
（神経、生殖系にヒト細胞が入る）

ブタの免疫系成熟
（移植したヒト細胞が拒絶される）

胚方式 胎仔方式



非臨床・臨床一体型研究開発手法（医師だからできる研究）



中高生へひとことお願いします。

・医学部入学を目指して勉強しなさい。

・そして医師なれたら、今度は治らない病気

に挑むような科学者になるのも楽しいですよ。
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